
一般質問

平成２７年（２０１５年）１月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは 　（公明）＝市議会公明党
　（政和）＝政和会
　（フォ）＝フォーラム小平
　（共産）＝日本共産党小平市議団
　（生ネ）＝生活者ネットワーク
　（虹ひ）＝虹とひかり
※（みな）＝みんなの党小平の会
　（志政）＝志政クラブ

行
政
一
般

医 療
健 康

公
共
施
設

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
財
務 

省
が
交
付
金
を
抑
制
す
べ
き
と
の
考

え
を
表
明
し
た
が
、
減
額
の
影
響
は
。

　

渦
従
来
の
個
別
補
助
金
と
比
べ
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

臼
現
在
の
と
こ
ろ
、
具
体
的

な
結
論
は
確
定
し
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
仮
に
交
付
金
額
の
圧

縮
や
制
度
が
見
直
さ
れ
る
場
合
は
各

事
業
の
実
施
や
財
源
確
保
に
一
定
の

影
響
が
出
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
メ
リ
ッ
ト
は
自
治
体
の
自
由
度

が
高
ま
り
、
交
付
金
の
使
い
勝
手
が

向
上
し
た
こ
と
な
ど
で
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
特
に
な
い
が
今
後
の
見
直
し
内

容
等
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
外 

部
委
託
し
た
公
共
施
設
の
労
働
環
境

を
市
が
調
査
し
、
改
善
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

渦
時
間
外
、
暖
房
が
切
ら
れ
た
後

に
残
業
す
る
市
職
員
の
寒
さ
対
策
は
。

市
長　

臼
労
働
環
境
は
適
切
な
水
準

に
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

従
業
員
等
か
ら
申
し
出
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

　

渦
空
調
設
備
の
運
転
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
状
況
に
応
じ
、
必
要
な
職

場
に
暖
房
器
具
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
障 

害
者
や
困
窮
者
を
福
祉
の
対
象
だ
け

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

運
用
見
直
し
に
つ
い
て

清
掃
業
務
等
委
託
事
業
者
職
員
等
の

労
働
環
境
は
守
ら
れ
て
い
る
か

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

市
の
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

で
は
な
く
、
と
も
に
働
く
力
と
し
て
、

市
か
ら
も
積
極
的
な
就
労
の
検
討
が

必
要
だ
が
、
障
害
者
採
用
で
任
用
さ

れ
て
い
る
職
員
の
障
害
種
別
内
訳
は
。

　

渦
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
中
間

的
就
労
支
援
事
業
で
、
臨
時
職
員
の

直
接
雇
用
等
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
教
育
委
員
会
も
含
め
聴
覚

障
害
者
が
２
人
、
肢
体
不
自
由
者
が

　

人
、
内
部
障
害
者
が
４
人
で
あ
る
。

１４
　

渦
都
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
臨
時
職
員
と
し
て
の
直
接
雇

用
等
は
検
討
し
て
い
な
い
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
消
費 

税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行
為
に
関
す
る

市
の
見
解
は
。

　

渦
市
の
契
約
に
お
い
て
、
事
業
者

が
増
税
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
か
。

市
長　

臼
法
律
で
禁
止
さ
れ
た
行
為

で
あ
り
、
中
小
事
業
者
等
が
消
費
税

を
価
格
へ
転
嫁
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
庁
内
各
課
へ
３
回
に
わ
た
っ
て

消
費
税
分
を
価
格
へ
転
嫁
し
適
正
に

契
約
締
結
す
る
よ
う
通
知
し
、
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
平
成 

　

年
の
同
様
の
質
問
以
降
、
現
在
ま

２４で
の
広
告
収
入
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
の
広
告
掲
載
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
庁
舎
１
階
の
小
平
市
全
域

図
の
ほ
か
、
防
災
マ
ッ
プ
や
ご
み
の

消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
に
対
す
る

市

の

見

解

を

問

う

広
告
収
入
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る

自
主
財
源
の
確
保
を
進
め
よ
う

出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
広
告

掲
載
を
行
っ
て
お
り
、
確
保
さ
れ
た

財
源
の
総
額
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
約
１
千
５

百　

万
円
で
あ
る
。

２２

　

渦
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
場
所

は
車
道
、
歩
道
で
あ
り
、
道
路
占
用

に
係
る
課
題
の
ほ
か
、
広
告
効
果
や

円
滑
な
通
行
と
い
う
点
に
課
題
が
あ

る
た
め
、
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（ 
み 
な
）　

臼
市

※

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
急
成
長
期

の
ス
タ
ー
ト
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　

渦
市
民
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る

都
市
の
要
素
は
。

市
長　

臼
市
の
人
口
は
来
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
人
口
構

成
も
高
齢
化
と
労
働
人
口
の
減
少
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
急
成
長
に

向
か
う
と
い
う
認
識
は
な
い
。

　

渦
市
の
世
論
調
査
等
か
ら
交
通
や

買
い
物
の
利
便
性
、
自
然
環
境
の
良

さ
、
道
路
等
の
都
市
機
能
や
公
共
施

設
の
充
実
度
、
医
療
・
福
祉
の
充
実

度
、
治
安
の
よ
さ
な
ど
を
重
視
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小
平
市
の
ま
ち
が
急
激
な
成
長
期
を

迎
え
る
中
で
今
後
の
施
策
展
開
は

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
対
象 

と
な
る
児
童
・
生
徒
数
と
所
得
制
限

に
よ
り
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
人
数
は
。

　

渦
所
得
制
限
撤
廃
の
検
討
は
。

市
長　

臼
本
年
度
４
月
１
日
現
在
で

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
は

所
得
制
限
を
な
く
す
努
力
を

約
１
万
４
千
７
百
人
で
、
こ
の
う
ち
、

所
得
制
限
等
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ

る
人
数
は
約
３
千
７
百
人
で
あ
る
。

　

渦
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て
の
実

施
で
あ
り
、
一
定
の
所
得
制
限
は
必

要
と
の
考
え
か
ら
所
得
制
限
額
を
設

け
て
い
る
と
都
か
ら
聞
い
て
お
り
、

現
行
の
都
の
制
度
に
よ
る
所
得
制
限

の
撤
廃
等
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
日
の 

出
町
で
は　

歳
以
上
の
医
療
費
と　

７５

７５

歳
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
が
無
料
だ

が
、
市
で
実
施
し
た
場
合
の
対
象
人

数
と
負
担
額
は
。

　

渦
実
施
に
向
け
た
検
討
は
。

市
長　

臼
日
の
出
町
を
参
考
に
推
計

す
る
と
、
医
療
費
を
無
料
と
し
た
場

合
、
対
象
者
は
約
１
万
６
千
５
百
人
、

負
担
額
は
約　
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。

１０

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
を
無
料
に
し
た

場
合
に
は
対
象
者
は　

人
、
負
担
額

２８０

は
約
１
千　

万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

１００

　

渦
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
の
あ
り

方
は
、
引
き
続
き
、
現
行
制
度
の
枠

組
み
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼　

歳
１８

未
満
の
加
入
者
が
２
人
以
上
の
世
帯

で
２
人
目
の
均
等
割
を
半
額
に
、
３

人
目
以
降
を
９
割
減
額
と
す
る
こ
と

高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化
を

図

る

た

め

の

検

討

は

再
び
、
国
民
健
康
保
険
税
の
新
た
な

軽
減
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

を
軽
減
策
と
し
て
以
前
に
提
案
し
た

が
、実
施
し
た
場
合
の
市
の
負
担
は
。

　

渦
支
払
い
の
限
界
を
超
え
て
い
る

市
民
の
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長　

臼
約
１
千
７
百
万
円
で
あ
る
。

　

渦
低
所
得
者
層
の
保
険
料
の
負
担

水
準
は
重
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
社
会
保
障
審
議
会
等
で
の

議
論
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
今
年 

度
か
ら
実
施
し
た
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
の
申
し
込
み
が
直
ち
に
定
員
に
達

し
た
状
況
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

　

渦
定
員
枠
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　

嘘
予
防
効
果
を
期
待
し
、
対
象
年

齢
を　

歳
か
ら
に
し
て
は
ど
う
か
。

２０

市
長　

臼
受
診
者
数
は
先
進
市
で
の

受
診
率
を
参
考
に
見
込
ん
で
い
た
が
、

想
定
し
て
い
た
定
員
を
上
回
る
応
募

が
あ
り
、
市
民
の
骨
粗
し
ょ
う
症
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
を
認
識
し
た
。

　

渦
本
年
度
の
実
績
か
ら
、
来
年
度

の
定
員
枠
の
増
を
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
の
基
準
の

　

歳
か
ら
の
実
施
と
考
え
て
い
る
。

４０
  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
成
人 

用
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
国
の

定
期
予
防
接
種
と
な
っ
た
が
、
市
独

自
の
助
成
を
い
つ
ま
で
行
う
の
か
。

　

渦
市
内
の
指
定
医
療
機
関
の
数
は
。

　

嘘
国
の
定
期
予
防
接
種
と
市
が
助

成
す
る
任
意
予
防
接
種
の
違
い
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
３
月　

日
を
も

２７

３１

っ
て
終
了
す
る
。

　

渦　
月
末
時
点
で　
か
所
で
あ
る
。

１０

６８

　

嘘
対
象
年
齢
や
健
康
被
害
に
な
っ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
定
員
枠
を
拡
大
し

対
象
年
齢
を　

歳
か
ら
に
せ
よ

２０

市
独
自
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

助
成
は
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

た
場
合
の
救
済
制
度
が
異
な
る
が
、

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
や
接
種
で
き
る

医
療
機
関
、
助
成
額
は
全
て
同
じ
取

り
扱
い
で
あ
る
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
か 

か
り
つ
け
医
の
普
及
の
実
態
把
握
は
。

　

渦
小
平
市
歯
科
医
師
会
で
行
う
成

人
歯
科
健
診
の
利
用
状
況
と
成
果
は
。

市
長　

臼
実
態
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
日
本
医
師
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

　

・
３
％
の
人
が
か
か
り
つ
け
医
が

５４い
る
と
答
え
て
い
る
。

　

渦
過
去
３
年
間
の
受
診
実
績
は
平

成　

年
度
が
１
千
２
百　

人
、　

年

２３

７８

２４

度
が
１
千
２
百
３
人
、　

年
度
が
１

２５

千
４
百　

人
で
あ
っ
た
。
健
診
に
よ

６９

り
自
身
の
歯
の
健
康
状
態
に
関
心
を

身
近
な
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
た
め
に

持
ち
、
口
腔
の
健
康
を
維
持
で
き
る

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（ 
み 
な
）　

臼
健

※

康
長
寿
社
会
を
目
指
す
た
め
の
今
後

の
市
の
対
策
は
。

　

渦
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
、

市
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
来
年
度
か
ら
予
定
し
て
い

る
健
康
増
進
計
画
の
策
定
に
よ
り
総

合
的
な
健
康
政
策
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
地
域
ご
と
に
治
安
状
況
や
防
犯

活
動
の
有
無
等
は
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
は
一
様

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

の
団
体
等
が
個
別
に
要
望
し
、
諸
条

件
が
整
っ
た
場
合
に
、
国
や
都
の
補

助
金
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

超
高
齢
・
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

安
全
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

従
来
か 

ら
売
却
の
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
見
通
し
は
。

市
長　

現
在
の
仲
町
公
民
館
の
跡
地

は
、
仲
町
公
民
館
・
仲
町
図
書
館
建

仲
町
公
民
館
跡
地
の
今
後
に
つ
い
て

て
か
え
に
係
る
方
針
に
お
い
て
売
却

す
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

将
来
的
に
売
却
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か

ら
今
後
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
仲 

町
公
民
館
の
跡
地
は
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

　

渦
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
の
運
営
の

民
間
委
託
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
将
来
的
に
売
却
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　

渦
過
去
に
指
定
管
理
者
制
度
の
可

能
性
を
検
討
し
た
が
、
受
託
で
き
る

事
業
者
が
な
く
、
現
時
点
で
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

行
政
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

※みんなの党小平の会は平成26年12月10日に解散し、所属議員2人は政和会に加入しました。

滑

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制

度
の
医
療
証（
マ
ル
子
の
医
療
証
）

滑
現
在
の
仲
町
公
民
館


